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歩道等を走行する自律移動ロボット（歩道走行型の電動車）について、都市の目指すべ

き将来像の一つであるウォーカブル空間の創出に向けて、まちが賑わうイベント時の商
店街や、大通りの歩道においてロボットの実走実験を行い、歩行者の混雑度とロボットの
停止回数、軌跡等の検証を行うとともに、通行する歩行者へアンケート調査を実施し、混
雑時における受容性を分析した。また、一定の幅員がある歩道の中でロボットの走行位置
（中央、左、右）や、走行位置の路面標示の有無によって、それらの傾向がどのように変
化するかについても検証を行った。 
結果として、歩行者混雑時においてもロボットとの共存を危険と感じる歩行者は少な

く、人の賑わう空間での活用可能性が検証できた。また、走行位置としては、中央走行も
しくは進行方向に対して左側走行の時が、走行軌跡が安定し、歩行者の受容性も高かっ
た。路面標示も一定の効果が確認できた。 
 


